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昨
年
末
、
大
阪
市
立
高
校
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
の

男
子
生
徒
が
、
部
顧
問
教
諭
の

体
罰
で
追
い
込
ま
れ
自
殺
に
し

た
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
起

こ
り
ま
し
た
。
今
年
に
な
っ
て
、

そ
の
体
罰
の
実
態
と
背
景
が
明

る
み
に
出
る
中
で
衝
撃
が
走
り

ま
し
た
。
こ
の
事
件
が
引
き
金

に
な
っ
て
、
部
活
動
に
お
け
る

体
罰
・
暴
力
の
実
態
が
全
国
で

相
次
い
で
発
覚
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
柔
道
女
子
日
本
代
表

選
手
15
人
が
連
名
で
、
監
督
・

コ
ー
チ
の
暴
力
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
実
際
を
告
発
し
ま

し
た
。

こ
の
問
題
は
ス
ポ
ー
ツ
界
全

体
の
大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お

け
る
体
罰
・
暴
力
問
題
に
つ
い

て
、
そ
の
根
底
に
あ
る
要
因
を

徹
底
的
に
突
き
止
め
、
根
絶
へ

の
道
筋
を
導
き
出
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連

盟
の
方
針
と
活
動
か
ら
も
こ
の

問
題
を
究
明
し
、
ス
ポ
ー
ツ
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

私
自
身
法
政
二
高
教
諭
時
代

に
体
操
、
水
泳
、
柔
道
の
顧
問

を
担
当
し
ま
し
た
。
私
の
経
験

か
ら
も
体
罰
・
暴
力
は
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
は
相
い
れ
な
い
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
「
体
罰

も
と
き
に
は
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
考
え
が
ま
だ
あ
る
よ

う
で
す
が
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

で
始
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
に
体
罰
・

暴
力
は
相
い
れ
な
い
、
ま
し

て
や
教
育
と
し
て
相
い
れ
な
い

の
は
歴
然
と
し
て
い
る
と
考
え

ま
す
。

体
罰
を
受
け
た
生
徒
は
必
ず

心
の
痛
み
や
教
師
に
た
い
し
て

信
頼
で
は
な
く
屈
折
し
た
思
い

を
抱
き
ま
す
。

高
校
の
３
年
間
は
、
創
造
的

思
考
を
つ
く
っ
て
い
け
る
時
期

で
基
本
的
に
は
人
間
と
し
て
の

完
成
へ
の
基
礎
作
り
で
大
事
な

成
長
期
で
す
。
本
来
部
活
動
は
、

生
徒
自
身
が
選
ぶ
自
主
的
な
活

動
で
す
。

そ
れ
故
に
教
育
の
な
か
で
最

も
生
徒
の
意
見
を
大
事
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
活
動
で
す
。

生
徒
自
身
が
話
し
合
っ
て
自
分

た
ち
の
も
の
に
す
る
ク
ラ
ブ
づ

く
り
が
部
活
動
の
本
筋
で
す
。

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
か
ら

も
体
罰
・
暴
力
は
相
い
れ
な
い

も
の
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
今

「
人
類
共
通
の
文
化
」
（
ス
ポ
ー

ツ
基
本
法
）
と
言
わ
れ
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
は
技
術
、
体
力
を
向
上

さ
せ
る
と
と
も
に
、
お
互
い
を

尊
敬
し
、
連
帯
し
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
む
も
の
で
す
。

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
で
被

災
地
復
興
支
援
の
取
り
組
み
、

著
名
な
ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
リ
ー
ト

の
社
会
的
な
活
動
が
広
が
っ
て

い
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価

値
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、

ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
に
逆
行
す
る

体
罰
・
暴
力
を
根
絶
す
る
協
力

共
同
の
運
動
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

６
０
５

吉
原

尚
二

６
４
４

戸
田

幹
雄

５
１
０

小
山
比
登
美

１
４
０
９

山
本

茂
樹

３
０
９
１

藪
内

義
勝

２
８
９
２

井
上

昭
浩

２
９
３
０

色
部
麟
太
郎

４
５
５

石
浜

珠
絵

４
６
６

森

久
美

９
５

村
山

訓

４
２
６
８

菊
池

幹
太

◇
３
０
０
回
連
続
出
場
賞

１
３
５
６

菊
池

琴
子

１
３
８
２

森

綾
乃

７
２
９

飯
野

恭
至

２
６
０
８

福
山

公
通

４
０
９
１

坂
田

浩
慈

４
５
０
５

伊
東

正
敬

４
７
３
８

林

怜
央

４
８
９
６

伊
林

洋
志

１
４
３
９

武
田
喜
美
子

１
５
４
１

澁
谷

久
美

１
６
１
４

北
口
い
つ
き

１
６
２
６

菊
池

美
咲

１
１
７
６

諸
橋

壮
也

３
９
３
５

砂
辺

強

４
８
５
９

藤
戸

雄
一

５
０
６
７

斎
藤

敦

５
４
２
５

澁
谷

普

５
４
２
６

小
林

和
真

５
４
２
８

谷
口
凛
太
郎

５
４
３
１

原

大
志

５
４
３
２

原

和
来

５
４
５
７

平
岩

晴
仁

５
４
６
８

松
田

時
彦

◇
１
０
０
回
連
続
出
場
賞

５
４
７
７

佐
藤

圭

１
７
３
８

原

志
歩

１
７
６
１

越

恵
理
子

１
８
３
０

原

海
咲
来

４
２
４

石
川

彰
一

４
１
０
５

峯
田

修
治

４
３
２
０

五
十
嵐
健
二

４
５
１
６

前
田

拓
哉

４
５
１
７

前
田

颯
河

４
５
３
４

加
地
倫
太
郎

４
５
８
０

松
原

昴

５
１
８
９

須
賀

健

５
２
２
６

渡
辺

大
輔

５
７
６
６

木
村

史

５
７
６
７

瀬
尾

岳
夫

５
７
７
２

三
浦

凛
人

５
７
８
２

荒
木

良
輔

５
７
８
３

小
林

佑

５
７
８
７

西
畑

貴
詞

５
８
１
４

中
野

和
彦

５
８
１
５

赤
城

剛
志

５
８
１
７

山
口

恒
平

（
敬
称
略
）

◇

９
回
連
続
出
場
賞

◇
２
０
０
回
連
続
出
場
賞

◇

１
５
回
連
続
出
場
賞

３
月
月
例
表
彰

◇
１
８
０
回
連
続
出
場
賞

◇

４
回
連
続
出
場
賞

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る

「
体
罰
・
暴
力
問
題
」
を
考
え
る
（
１
）
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< 月例川崎マラソン参加の皆様へ >

各方面でマラソン愛好者がランニング・マラソンを楽しんでおります。

月例マラソンの良いところは、当日受付で誰でもが継続し走れる気軽さが挙

げられます。ご参加の皆様には日頃よりご協力を頂き感謝申し上げます。

先月２月、月例３７年を経て前月記録はインターネットホームページ及び当

日の掲示板での提供のみとさせて頂きました。

これらの措置は、省資源・情報管理の適正化を図り、バーコード化等に伴う

よる運営面での、工夫・改善・見直しを進めることにあります。このことで、

今後とも「末永く月例川崎マラソンを開催・運営出来るよう」にとの措置でも

あります。

ご参加下さいます皆さま方には、何とぞご協力、ご理解賜りますよう重ねて

お願い申し上げます。＜月例川崎マラソン実行委員会＞

12月は

第４日曜日

それ以外の月は

最終日曜日

月例川崎マラソン１２月は第４日曜日それ以外の月は最終日曜日

来月の 第４４６回 月例は、４月2８日です。

（ ４月～１０月までは夏時間 ）

子供１ｋ ８：15 ３Ｋ（Ａ）８：30

３Ｋ（Ｂ）９：00 ５ｋ ９：30 10ｋ 1０：00

スタートです。（受付は各種目の１５分前まで済ませて下さい）

さ
る
３
月
10
日
、
16
回
を
数
え
る
２
０
１
３
川
崎
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
、
川
崎
市
連
盟
、
全
国
Ｒ
Ｃ
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
共
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
被
災
２
周
年
で
も
あ
り
被
災
地
に
思
い
を
寄

せ
「
被
災
地
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
支
援
」
を
掲
げ
、
エ
ン
ト
リ
ー
１
４
４

０
名
（
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
熊
本
ま
で
の
20
都
道
府
県
、
被

災
地
、
宮
城
、
福
島
県
か
ら
も
）
。
ス
タ
ー
ト
時
の
気
象
条
件
は
穏

や
か
だ
っ
た
の
で
す
が
、
昼
前
か
ら
春
一
番
の
南
風
（
11
ｍ
／
ｓ
）

が
吹
き
出
し
気
温
も
上
が
り
、
き
び
し
い
気
象
条
件
下
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
近
年
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
は
ダ
ー
ト
化
し
て

い
て
突
風
で
砂
塵
に
悩
ま
さ
せ
ら
れ
た
り
、
給
水
が
間
に
合
わ
ず
ラ

ン
ナ
ー
の
方
々
に
ご
不
自
由
を
感
じ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た

１
１
９
番
救
急
隊
の
要
請
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
事
に
至
ら
ず
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
次
回
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
総
合
優
勝
は
中
里
綾
介
君

（
１
時
間
13
分
09
秒
：
39
歳
以

下
男
子
埼
玉
県
）
女
子
で
は
小

森
陽
子
さ
ん
（
１
時
間
32
分
11

秒
：
39
歳
以
下
女
子
練
馬
区
）

で
し
た
。
完
走
者
は
１
０
９
５

名
、
全
体
完
走
率
76
％
で
し
た
。

月例３００回
連続出場賞

３名達成なる。

３／10 春一番のなか２０１３年川崎ハーフマラソン開催される
（ エントリー １４４０ 完走１０９５名 ）

昨年12月に２９３平林 実、

本年２月に６０５吉原 尚二、

６４４戸田 幹雄のご三方が

２６～２８人目となる月例

３００回連続出場の偉業を達

成されました。平林さんは、

暫くお休みしていましたが、３月月例には顔を出しますと仰ってお

られます。また吉原さん、戸田さんはいつもマイペースをモットー

にし健康で息の長いランニングを楽しみに月例へ臨み達成です。

上写真はスタート直後 グランドを１周しコースへ
下は、完走し悦に入る矢部義孝さん（ﾁｮｲﾜﾙｵﾔｼﾞ）

左、吉原尚二さん、右、戸田幹雄さん



　　　　　　　　　川崎ウオーキングのお誘い

　　　「河原版」は川崎ウォーキングＣを応援しています
　　　紙上で行事案内を掲載します。　ウォーキングに興味のある方ご参加下さい（会員外は参加費がかかります）。　　

　　　●特別ウォーク：５月１５日(水）千曲川、信濃路を歩く第２回目

  　　　      ※参加される方はご連絡ください。集合時間、場所は決まり次第お知らせします

　　　　第７９回　５月１８日(土）二俣川を歩き子供の国で動物と遊ぼう

　　　　　６月１日(土）・２日(日）「富士山と青木ヶ原樹海を歩く」

　　　　　　　　　　　　　　　　※この回についての申し込みは締め切りました

　　　　第８０回　６月２２日(土）横須賀菖蒲園 →→→ 大善寺まで(６Ｋ）

　　　　　　　◎ＪＲ横須賀線、武蔵小杉ホーム中央９時集合

　　　　★今年もホタル観賞会があります(日にちは決まり次第お知らせします)

　　　　　　ご参加お待ちしています！！

　　　　　<新日本スポーツ連盟（ＮＪＳＦ）川崎市連盟川崎ウォーキング>

　　　　　お弁当・飲み物・雨具、参加者は保険証の写し又は免許証を持参されることをお勧めします。

　　　　　　　TeL・Fax　０４４－４３４－２６３３　（古田）
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①
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸
、
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
前

左
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ
い
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は
自
己
管

理
で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
の
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

②

連
続
賞
』
は
４
・９
・15
・25
・35
・

50
・65
・80
・100
・130
・150
・180
・200
・
250
・

300
回
が
あ
り
ま
す
。

15
回
は
Ｎ
Ｏ

刷
込
み
シ
ャ
ツ
。

50
回
・

100
回
で
は

賞
品
を
ト
ロ
フ
ィ
ー

又
は
額
入
り
本
人
写
真
の
選
択
可
。

ま
た
百
回
・
二
百
回
連
続
賞
は
、
月
例

チ
ケ
ッ
ト
。
順
に
（
６
ケ
月
分
）
（
一

年
分
）
の
選
択
制
（
ど
ち
ら
も
事
前
申

し
出
制
）
連
続
賞
は
三
百
回
ま
で
で
、

連
続
三
百
回
達
成
者
は
月
例
名
誉
会
員

と
な
り
ま
す
。

③
棄
権
届
「
郵
便
振
替
」

名
義
：
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
Ｒ
Ｃ

番
号
０
０
２
６
ー
４
ー
３
３
１
０
０

（遅
い
と
記
録
に
載
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

今
年
の
染
井
吉
野
の
満
開
は
３
月
22

日
（
東
京
）
と
記
録
的
な
早
さ
。

こ
ぶ
し
、
桃
、
桜
が
同
時
に
咲
き
誇
る

ま
さ
に
三
春
で
あ
る
。
福
島
の
三
春
町

の
滝
桜
も
今
年
も
誇
ら
し
げ
に
咲
き
誇

り
人
達
を
元
気
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。

今
か
ら
十
数
年
前
、
欧
米
で
は
Ｉ
Ｓ

Ｏ
国
際
規
格
の
認
証
を
取
っ
て
な
け
れ

ば
製
品
を
輸
出
が
出
来
な
い
と
し
た
。

日
本
の
特
に
自
動
車
産
業
は
こ
ぞ
っ
て

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
取
得
に
血
道
を
注
ぎ
何
と

か
日
本
車
の
輸
出
を
確
保
し
た
。

生
産
現
場
で
は
Ｑ
Ｃ
活
動
か
ら
Ｉ
Ｓ
Ｏ

へ
の
切
り
替
え
で
て
ん
て
こ
舞
い
し
た
。

こ
れ
は
外
圧
の
典
型
例
で
あ
る
。

安
倍
首
相
は
公
約
違
反
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
を
表
明
し
た
。
こ
の
指
と
ま
れ
！
方

式
の
米
国
主
導
の
経
済
圏
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
に
「
自
動
車
を
売

り
込
む
た
め
な
ら
、
国
益
な
ん
て
！
」

と
関
税
障
壁
撤
廃
に
の
経
済
界
。
大
農

方
式
の
農
業
か
ら
「
兎
追
い
し
か
の
山
、

か
の
田
圃
」
の
日
本
農
業
、
「
食
」
文

化
や
皆
保
険
の
医
療
も
守
れ
る
訳
が
な

い
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
例
で
は
済
ま
さ
れ
ぬ
。

一
度
入
っ
た
ら
抜
け
ら
れ
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
。

政
府
で
す
ら
参
加
損
失
金
額
を
数
兆
円

と
弾
き
だ
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

編
集
後
記

第
４
４
４
回
月
例

ス
ナ
ッ
プ

写
真
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
山

浩
明

年間累計出場者 （～2月 2245 )

実数 874 （ 昨年同月は 2352名 ）

種 目 男子 女子 合計

10ｋ 242 32 274
５ｋ 260 33 293

３
ｋ(

Ａ
・
Ｂ)

幼少 47 17 64

中学 8 2 10

大人 338 49 387

計 393 68 461

子ども１ｋ 114 69 183

延べ出場者 1009 202 1211
初参加者 69 33 102
棄 権 68 24 92

延べ参加者 1077 226 1303

①

元
気
チ
ー
ム

５
８
７
９
板
谷
遥
登
く
ん

４
２
６
８
菊
地
幹
太

く
ん

３
８
０
２
早
田

凪
く
ん

５
８
３
８
杉
山
瑛
太
く
ん
５
８
７
４

井
上
能
斗
く
ん
他

今
日
走
っ
た
の
は
、
１
年
生
、
２
年
生
、
４
年
生

で
す
。
・
・
・
ひ
と
言
感
想
「
今
日
は
、
い
つ
も
よ
り
速
く
走
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
「
と
っ
て
も
た
の
し
か
っ
た
で
す
！
」
「
つ
ら
く
て

泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
」
「
み
ん
な
速
か
っ
た
け
ど
、
ぼ
く
は
自
分

の
ペ
ー
ス
で
走
っ
た
よ
」
（
写
真
に
は
１
４
９
１
早
田

澪
ち
ゃ
ん

４

５
３
８
高
坂
新
く
ん
も
一
緒
に
）

②

“
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
に
な
り
た
い
”

１
３
２
２

籾
木

唯
祈
さ
ん
。

小
学
４
年
生
で
す
。
走
り
始
め

て
２
年
ぐ
ら
い
で
す
が
、
将
来
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
特
に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
個
人
で
毎
日
10
㌔
走
っ
て
い
ま
す
。

③

５
９
７
９
岸
根

賢
司
さ
ん

今
日
は
初
参
加
で
す
。
上
平
間
に
住
ん
で
い
ま
す
の
で
、
走
っ
て
き

ま
し
た
。
今
日
は
１
位
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
１
回
に
走
る

時
間
は
３
０
分
ぐ
ら
い
で
す
。
月
間
走
行
距
離
は
１
０
０
Ｋ
Ｍ
ぐ
ら
い

で
し
ょ
う
か
。
横
浜
月
例
マ
ラ
ソ
ン
は
何
回
か
走
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
今
日
は
横
浜
よ
り
も
速
く
走
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
リ
バ
ー

サ
イ
ド
駅
伝
に
は
い
つ
も
参
加
し
て
い
て
、
今
年
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

④

常
連
「
星
の
子
チ
ー
ム
」
今
日
は
１
年
生
３
人
、
２
年
生
６
人

で
参
加
し
ま
し
た
。
み
ん
な
、
今
回
の
タ
イ
ム
は
イ
マ
イ
チ
で
し
た
。

学
年
末
試
験
が
あ
っ
た
の
で
、
練
習
不
足
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
回
は
頑
張
り
ま
す
！
今
の
目
標
は
区
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
す
。

去
年
は
６
位
だ
っ
た
の
で
、
今
年
は
そ
れ
以
上
の
成
績
を
目
指
し
ま
す
。

⑤

ト
リ
オ
２
０
５
６
岡
崎

佳
奈
さ
ん

２
０
４
９
佐
々
木
博
美

さ
ん
、
５
９
８
５
保
坂

正
康
さ
ん

チ
ー
ム
の
名
前
は
「
ひ
き
り
き
し
」
で
す
。

今
初
参
加
で
し
た
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す

さ
れ
ぞ
れ
、
走
っ
た
の
は
５
㌔
、
１
０
㌔
と
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
し
た
が

何
と
か
走
り
き
り
ま
し
た
。
リ
バ
ー
サ
イ
ド
駅
伝
に
参
加
す
る
の
で
、

今
日
は
よ
い
練
習
に
な
り
ま
し
た
。

⑥

８
０
２
藤
本

貴
さ
ん

ベ
テ
ラ
ン
中
の
ベ
テ
ラ
ン
。
２
０
０
３
年
12
月
に
、
連
続
三

百
回
を
達
成
し
、
ま
た
振
り
出
し
の
一
回
か
ら
継
続
し
て
２

０
１
２
年
12
月
に
は
百
回
連
続
と
合
計
で
４
０
０
回
連
続
で

出
場
し
て
い
ま
す
。
通
算
で
33
年
以
上
参
加
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
「
健
康
に
気
を
つ
け
て
こ
れ
か
ら
も
走
り
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
・
・
・
」
（
写
真
は
１
月
月
例
で
）

（
注
）
月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
で
は
連
続
出
場
３
０
０
回
を
一
区
切
り
と
し

連
続
３
０
０
回
出
場
達
成
者
を
「月
例
名
誉
会
員
」と
称
号
し
て
い
ま
す
。

第４４４回月例参加者動向

2013.２.24 晴 Ｎ 6.0m/s 4.7℃ 45％ WBGT -°

①

②

③

④

⑤

⑥

子
ど
も
１
㌔

３
回
連
続
優
勝
賞

５
１
０
６
伊
藤

一
馬
君


